
夢に向かって まっすぐに
児童数 校長室だより（児童数 741名）

平成３０年４月２０日（No.９）

明日出会ふ 子らの名前や 夕桜 （中田尚子）
例年より早い桜の便りとともに平成30年

度がスタートし，２週間が経ちました。
始業式では，子供たちに担任を発表しま

したが，名前を告げるたびに歓声が上がり
ました。出会いの瞬間を迎える前の子供た
ちは，目を輝かせながら先生方を見詰め，
心の中で願いながら担任を迎えたことと思
います。我々教職員もまた，子供たちとの
新たな出会いを心待ちにしていました。表
題の句は，中学校の教員によるものです。
時代の変化と共に教育に対する考え方も変
わっていきますが，明日初めて出会う子供

たちの名前を確かめる時の期待と不安が入り交じった感覚は，ずっと変わりない
ように思います。私も担任時代，これから一年間受け持つ子供たちの成長に向き
合うという責任の重さに，緊張感と少しの不安を抱いていたことを思い出します。

教師の仕事は，子供たちの成長と変容に直接関わることです。やりがいも大き
く，子供が育っていると感じた時の喜びもまた，教師という仕事の魅力だと思い
ます。これから一年間，様々な関わり合いの中では，感情のぶつかり合いや行き
違いが生じることがあることでしょう。しかし，それを乗り越えた時には，学級
の子供たちとその担任だけが分かち合える喜びが生まれてきます。なかなか思い
が通じず悩む時間があっても，「子供たちの成長のために」と願いながら，努力を
惜しまない教職員の姿が，私たちの向陽台小学校にはあります。

お子様は，担任との出会いをどのように伝えてくれたでしょうか。今日の授業
参観で，お子様と担任との関係性をご覧い
ただけたでしょうか。直接のつながりはも
ちろん目には見えませんが，目と目を合わ
せてのやりとりや眼差し，言葉掛けなど，
授業の随所に子供たちと担任との関係性が
表れます。これから一年間の学習活動を通
して，子供たちや保護者の皆様とのしっか
りとした関係を紡いでいきたいと思います。

今年度も，校長室だより「夢に向かって
まっすぐに」を発行して，学校経営の一端
や校長としての思いをお伝えして参ります。

▲遠くからでも元気に「おはよう」の声

▲始業前にも子供たちの声が響きます

《平成30年度 教職員心得》
１ 教えるプロであると同時に，学びのプロで在りましょう

２ 子供に学び，笑顔と愛情のこもった言葉で接しましょう

３ 自分自身の健康管理に努めましょう

４ 学校は我が家，課題を共有し，同じ認識で指導しましょう

５ 保護者・地域からの相談に耳を傾け，誠実に対応しましょう

６ 学級担任にあらず。学年担任，学校職員として勤務しましょう

７ 学習環境を整えて，授業に入りましょう

８ 体罰・暴言は，”教師の資格なし”と心得ましょう

９ 法令遵守，服務規律の確保，適切な事務処理に努めましょう

10 趣味を持ち，新聞・雑誌なども読み，豊かな心で大局から判断できる

よう自分を磨きましょう

年度初めの職員会議で，改めて確認しました。努力しながら教職員と

しても成長していきますので，温かく励ましていただけたら幸いです。

引き続き，向陽台小学校の教育活動に対するご理解とご協力を，どうぞよろしく
お願いいたします。

「あったか言葉」と「きらきら行動」で！

昨年度の「学校評価アンケート」や「学校関係者評価委員会」の結果を踏まえ，
学校・家庭・地域（三者）で取り組む協働型学校評価の重点目標を次の二つにい
たしました。
◇１ あったか言葉
「心を温め 通い合わせる 言葉遣いができる」子供を増やす
「ありがとう」「大丈夫？」「ごめんなさい」など，相手を気遣った思いやりの

ある言葉掛けが増えてきました。引き続きご家庭でもお声掛けください。
◇２ きらきら行動
「みんなのために 自分にできることをする」子供を増やす
誰かのために貢献することができる人は，頼りにされたり，感謝されたり，周

りから大事にされるようになります。なりたい自分や目標を意識しながら，自分
にできることに進んで取り組む子供たちを育てたいと思います。ご家庭でも役割
を与えてできたことを褒め，認めることを心掛けていただければと思います。

児童昇降口までのアプローチにあるプランターや花壇で
は，今，チューリップが満開です。技師の武田主任さんが
管理してくれています。お時間がございましたら，参観の
機会等にご覧ください。心が和みます。


